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明けましておめでとう
ございます
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今
年
の
夢
は
？

●
龍
年
に
相
応
し
く
、
天
ま
で
登

る
勢
い
で
会
員
倍
増

●
年
金
・
医
療
・
介
護
制
度
の
改

善
へ
踏
み
出
す
年
に

●
東
京
清
掃
の
闘
い
が
前
進
し
、

各
区
で
新
規
採
用
獲
得
に
目
処

●
派
遣
法
の
抜
本
改
正
と
全
て
の

争
議
の
勝
利
的
解
決

●
脱
原
発
、
核
の
廃
絶
と
平
和
の

実
現

　

今
年
も
、「
現
・
退
一
致
」
の
取

組
み
を
一
層
強
め
、
こ
れ
ら
の
課

題
を
実
現
さ
せ
ま
し
ょ
う
。
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激
動
の
年
だ
っ
た
２
０
１
１
年

が
明
け
ま
し
た
。
退
職
者
会
員
、

ご
家
族
の
皆
さ
ん
に
は
、
お
元
気

で
新
年
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
思

い
ま
す
。
本
年
も
宜
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

　

昨
年
は｢

新
春
の
集
い｣

の
１

月
22
日
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
重

大
な
事
は
３
月
11
日
の
大
地
震
、

大
津
波
、
つ
づ
い
て
原
子
力
発
電

所
事
故
が
発
生
し
た
事
で
す
。
あ

り
得
な
い
こ
と
が
起
り
、
今
だ
に

苦
労
さ
れ
て
い
る
多
く
の
犠
牲
者

が
い
ま
す
。
一
日
も
早
い
復
旧
、

復
興
を
祈
念
し
ま
す
。

　

さ
て
２
０
０
８
年
に
再
建
さ
れ

た
清
掃
退
職
者
会
は
こ
の
春
第
５

回
定
期
総
会
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

節
目
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
こ
れ

ま
で
の
総
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
振
り

返
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

結
成
総
会
で
は
環
境
保
全
、
資

源
循
環
型
清
掃
事
業
と
民
間
委
託

反
対
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
廃

止
、
反
核
軍
縮
推
進
、
退
職
者
会

の
発
展
強
化
を
、
結
成
２
年
目
以

降
は
、
生
き
が
い
の
あ
る
高
齢
社

会
実
現
、
退
職
者
の
生
活
権
擁
護
、

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

御
座
い
ま
す
。

　

退
職
者
会
会
員
の
皆
様
そ
し
て

ご
家
族
の
皆
様
が
、
元
気
に
新
年

を
迎
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
心
か

ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

常
日
頃
、
東
京
清
掃
労
働
組
合

の
運
動
に
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い

ま
す
こ
と
に
、
紙
面
を
お
借
り
し

て
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

職
場
で
は
、
年
金
支
給
開
始
年

齢
の
引
き
上
げ
に
あ
わ
せ
て
、
定

年
退
職
年
齢
が
延
長
さ
れ
る
こ
と

が
関
心
事
に
な
っ
て
い
ま
す
。
最

終
的
に
は
、
65
歳
ま
で
働
か
な
い

と
定
年
を
迎
え
ら
れ
な
く
な
り
ま

す
。
60
歳
前
と
同
じ
よ
う
に
働
き

続
け
ら
れ
る
の
か
、
現
場
で
現
役

世
代
と
一
緒
に
動
き
続
け
る
こ
と

が
出
来
る
の
か
不
安
で
一
杯
で
す
。

定
年
ま
で
安
心
し
て
働
き
続
け
ら

れ
る
職
場
に
す
る
こ
と
は
、
全
て

の
組
合
員
の
課
題
で
あ
り
、
労
働

組
合
の
課
題
で
あ
り
ま
す
。

　

退
職
者
会
会
員
の
皆
様
に
お
か

れ
ま
し
て
も
、
公
的
年
金
制
度
に

つ
い
て
過
去
の
特
例
措
置
に
よ
り

2.5
％
高
く
な
っ
て
い
る
と
し
、
給

付
水
準
の
引
き
下
げ
が
叫
ば
れ
、

年
金
支
給
額
の
減
額
措
置
が
行
わ

れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

消
費
税
率
の
引
き
上
げ
や
医
療
の

関
係
で
も
「
受
診
時
定
額
負
担
」

制
度
等
が
議
論
さ
れ
る
な
ど
、
定

年
退
職
後
の
生
活
設
計
も
安
心
で

き
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
・
大
津
波
は
、

未
曾
有
の
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し

た
。
ま
た
、
福
島
第
一
原
子
力
発

電
所
の
事
故
は
、
私
た
ち
の
生
活

環
境
を
一
変
さ
せ
、
放
射
能
汚
染

物
質
と
の
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ

ま
し
た
。
現
実
を
直
視
す
る
と
と

も
に
、
被
災
地
の
支
援
を
は
じ
め
、

安
全
を
重
視
し
な
が
ら
で
き
る
こ

と
か
ら
進
め
て
行
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
安
心
し
て
生
活
で
き
る
環

境
を
作
る
た
め
に
、「
脱
原
発
」
の

運
動
を
始
め
、
社
会
的
課
題
の
取

り
組
み
を
強
化
し
て
い
き
ま
す
。

東
京
清
掃
労
働
組
合
退
職
者
会

　
　
　
　

会　

長　
　
　

渡　
辺　

昭　
之

親
睦
強
化
と
組
織
拡
大
、
現
退
一

致
の
取
組
み
強
化
、
年
金
一
元
化

反
対
、
介
護
保
険
制
度
改
善
と
福

祉
充
実
等
々
が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま

す
。
時
代
の
流
れ
と
背
景
が
あ
っ

た
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　

政
権
交
代
で
民
主
党
政
権
が
実

現
し
ま
し
た
が
、
残
念
な
が
ら
私

達
の
生
活
環
境
に
変
化
は
あ
り
ま

せ
ん
。
諸
要
求
・
諸
課
題
の
実
現

へ
向
け
て
、
今
後
も
現
職
の
東
京

清
掃
労
組
、
上
部
退
職
者
会
組
織

と
連
携
し
益
々
の
運
動
を
起
こ
し
、

頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

安
心
し
て
生
活
で
き
る

　

基
盤
確
立
へ
全
力
で

東
京
清
掃
労
働
組
合

　
　

中
央
執
行
委
員
長　

吉　

田　
　

壽

仲
間
を
増
や
し
、「
現
・

退
一
致
」
で
要
求
実
現



東京清掃労働組合退職者会機関紙　2012 年１月

３

　

11
月
30
日
、
東
京
都
庁
職
員
退

職
者
連
合
会
（
都
庁
退
）
第
９
回

定
期
総
会
が
都
庁
職
会
議
室
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

報
告
さ
れ
た
都
庁
退
の
こ
の
一

年
の
主
な
取
組
み
は
、
①
組
織
強

化
対
策
へ
向
け
組
織
集
会
を
開
催

し
た
こ
と
、
②
学
習
交
流
集
会
を

開
催
し
都
共
済
年
金
経
理
の
問
題

等
を
学
ん
だ
こ
と
、
③
恒
例
の
親

睦
交
流
集
会
は
盛
会
で
あ
っ
た
こ

と
な
ど
で
し
た
。

　

活
動
方
針
で
は
、
①
年
金
制
度

改
善
、
②
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

廃
止
、
③
介
護
保
険
制
度
改
善
、

④
税
制
改
善
、
⑤
平
和
と
民
主
主

義
確
立
、
⑥
組
織
強
化
、
⑦
福
利

厚
生
事
業
前
進
を
柱
と
す
る
取
組

み
の
強
化
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

清
掃
退
か
ら
は
、
役
員
と
し
て

庄
司
事
務
局
長
（
幹
事
）、
岩
渕
会

計
監
査
（
会
計
監
事
）、
代
議
員
と

し
て
小
林
事
務
局
次
長
、
戸
枝
会

計
、
馬
鳥
幹
事
が
参
加
し
、
会
計

監
査
報
告
を
岩
渕
さ
ん
、
総
会
宣

言
を
庄
司
さ
ん
が
提
案
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
自
治
退
都
本
部
常
任
幹

事
に
都
庁
退
幹
事
枠
で
選
出
さ
れ

て
い
る
庄
司
さ
ん
は
、
幹
事
に
留

任
し
ま
し
た
が
、
岩
渕
さ
ん
は
、

都
庁
退
役
員
選
考
委
員
会
の
調
整

に
よ
り
会
計
監
事
を
退
任
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
一
期
で
は
あ

り
ま
し
た
が
、
ご
苦
労
様
で
し
た
。

　

最
後
に
花
輪
会
長
が
示
し
た「
社

会
の
改
革
へ
向
け
、
私
た
ち
の
頑

張
り
が
問
わ
れ
て
い
る
。
も
て
る

体
力
を
使
い
き
り
頑
張
る
」
と
い

う
決
意
を
、
参
加
者
一
同
で
共
有

し
ま
し
た
。

社
会
改
革
へ
向
け
、
も
て
る
体
力
を

使
い
き
り
が
ん
ば
る
〜
決
意
を
共
有

東京清掃退職者会
「新春の集い」

●日　時　１月 21 日（土）
12 時 30 分集合
12 時 45 分開催

●場　所　小石川後楽園
涵徳亭（かんとくてい）

●会　費　3,000 円

都
庁
退
第
９
回
定
期
総
会

お花見ウオーキング
　今年のお花見ウオーキングは、「国
府台の桜と矢切の渡し・寅さんの柴
又帝釈天」です。
　３月 31 日開催を予定していまし
たが、「土曜日なので混雑する」と
の指摘がありました。２月初めに行
う参加募集時期に間に合うよう、三
役会で日程の変更を検討します。

　

政
府
・
民
主
党
は
、
99
年

〜
01
年
の
物
価
下
落
時
に
ス

ラ
イ
ド
さ
せ
な
か
っ
た
た
め

生
じ
た
年
金
額
の
特
例
水
準

（
2.5
％
）
を
３
年
間
で
解
消
し

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

マ
ス
コ
ミ
も
、
特
例
水
準

は
高
齢
者
優
遇
・
若
年
層
へ

の
付
回
し
と
意
図
的
に
喧
伝

し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
特

例
水
準
は
、
高
齢
者
の
生
活

に
無
関
係
な
商
品
等
に
よ
る

物
価
下
落
は
高
齢
者
の
生
活

費
縮
減
に
寄
与
す
る
も
の
で

は
な
い
と
い
う
論
を
一
つ
の

根
拠
に
政
治
判
断
さ
れ
た
も

の
で
す
。
こ
の
こ
と
を
無
視

し
た
論
議
は
悪
意
が
あ
る
と

言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

　

退
職
者
連
合
は
、
2.5
％
削

減
問
題
に
つ
い
て
、
①
特
例

水
準
は
い
ず
れ
解
消
さ
れ
る

べ
き
も
の
と
理
解
、
②
た
だ

し
、
年
金
額
減
額
の
前
に
、

民
主
党
政
府
は
選
挙
公
約
の

公
的
年
金
控
除
と
老
年
者
控

除
の
復
元
を
果
た
す
べ
き
、

③
仮
に
減
額
す
る
な
ら
ば
、

丁
寧
な
説
明
と
充
分
な
経
過

を
設
け
る
べ
き
と
の
考
え
方

を
ま
と
め
、
高
齢
者
課
税
問

題
の
選
挙
公
約
放
置
と
、
年

金
減
額
の
強
行
に
断
固
反
対

す
る
立
場
を
明
ら
か
に
し
、

政
府
与
党
へ
の
働
き
か
け
を

強
め
て
い
ま
す
。

年金の２.５％減額に断固反対

会計監査報告を行う岩渕監事
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■３つの補償
①傷害事故

日常生活における偶然な外来事故でケガをした場合

②賠償事故
日常生活における法律上の賠償事故

③携行品損害
日本国内における被保険者の居住する住宅外での携行
品の突発的事故による損害

安心総合共済
年間加入の申込は２月末日まで

　
「
安
心
総
合
共
済
」
は
、
自
治
体

退
職
者
会
が
取
り
扱
う
会
員
向
け

に
限
定
し
た
損
害
保
険
で
す
。

　
「
安
心
総
合
共
済
」
の
補
償
対
象

は
、
①
交
通
事
故
を
含
む
ケ
ガ
を

さ
れ
た
と
き
な
ど
の「
傷
害
事
故
」、

②
他
の
方
に
ケ
ガ
を
負
わ
せ
た
り
、

器
物
を
損
傷
し
た
と
き
な
ど
の
法

律
上
の
「
賠
償
事
故
」、
③
外
出

（
日
本
国
内
）
時
に
お
け
る
身
の
回

り
品
の
損
害
等
の
「
携
行
品
損
害
」

比
較
し
て
補
償
内
容
に
遜
色
が
な

く
、
会
員
の
年
齢
構
成
を
考
慮
す

れ
ば
、
掛
金
も
安
く
、
加
入
に
あ

た
り
年
齢
制
限
が
な
く
、
医
師
の

審
査
も
不
要
な
こ
と
な
ど
、
会
員

向
け
に
特
化
し
た
こ
と
に
よ
る
メ

リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

　

昨
年
新
規
加
入
し
た
会
員
か
ら

保
険
の
適
用
を
受
け
ら
れ
大
変
あ

り
が
た
か
っ
た
と
の
報
告
も
あ

が
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
導

■掛金と保険金額
契約タイプ Ａタイプ（本人のみ） Ｂタイプ（夫婦型）

傷害天災補償 付き なし 付き なし

傷
害
事
故

本
人

死　　　亡 250 万円
入院保険金日額 3,500 円 4,000 円 3,500 円 4,000 円
手術保険金 ＊種類に応じ入院保険金日額の 10・20・40 倍
通院保険金日額 2,000 円 2,500 円 2,000 円 2,500 円

配
偶
者

入院保険金日額 3,500 円 4,000 円
手術保険金 ＊本人と同じ
通院保険金日額 2,000 円 2,500 円

賠償事故 １億円
携行品損害 50 万円（免責１事故ににつき 3,000 円）

年間掛金（一括払い） 13,270 円 18,280 円 24,280 円 32,690 円
ホールインワン・
アルバトロス費用 20 万円

年間掛金（一括払い） 2,470 円プラス 3,700 円プラス

で
す
。

　
「
安
心
総
合
共
済
」
は
、

民
間
他
社
の
損
害
保
険
と

入
さ
れ
た
「
医
療
相
談
ダ

■便利な医療相談ダイヤル
　①健康・医療相談

経験豊富な看護師が的確に対応
　②医療機関案内

夜間の救急医療機関や旅行先で
の最寄り医療機関等の案内

　③緊急医療相談
専門医が 24 時間常駐、突然の
発病やケガに的確にアドバイス

　④予告制専門医相談
より高度で詳細な医療に関する
相談に専門医が対応。（予約制）

■加入手続き
＊新規加入の方は、郵便局で専用の
「払込票」を提出し「現金」をお
支払いください。

＊更新加入の場合は、「口座引き落
とし」可の場合

＊申込締切は２月 28 日です。

イ
ヤ
ル
」
は
便
利
で
大

い
に
役
立
つ
制
度
だ
と

思
い
ま
す
。

　

な
お
、
新
規
加
入
は

９
月
末
ま
で
の
中
途
加

入
も
可
能
で
す
の
で
、

他
の
保
険
か
ら
切
換
え

る
場
合
も
安
心
で
す
。

　

こ
の
際
、
加
入
に
つ

い
て
是
非
検
討
し
て
く

だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
「
安
心
総

合
共
済
」

の
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を

ご
覧
く
だ

さ
い
。
問

合
せ
は
清

掃
退
職
者

会
へ
。


